
 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界気象機関（ＷＭＯ）は、２０２３（令和５）年は世界の平均気温が観測史上最も高かったことを

発表し、注目を集めました。また、世界各地で異常高温、熱波や干ばつ、大規模な洪水、山火事などが

発生し、その影響により農作物の不作が深刻化し、食料価格が高騰したことも記憶に新しいところです。 

一方、日本においては、年平均気温及び日本近海の平均海面水温が、いずれも統計開始以来、最も高

い数値を記録し、同年６月１日から７月３１日までに発生した各地の大雨による被害は、人的な被害が

９３名、家屋の被害が２万５２６２件に上りました。 

こうした地球温暖化による気候変動問題のほかにも、生物多様性の喪失やマイクロプラスチックによ

る海洋汚染などが顕在化しており、地球規模の環境問題にストップをかけていくことが求められていま

す。 

本区では、２０２３（令和５）年３月に改定した「目黒区環境基本計画」に、「目黒区地球温暖化対

策地域推進計画」を包含し、脱炭素化に向けた施策の体系を一本化するとともに、目指すべき環境像を

「地域と地球の環境を守りはぐくむまち―めぐろからの挑戦―」と定め、ゼロカーボンシティの実現に

向けた具体的なロードマップを示しております。 

区といたしましては、環境問題への対応は、私たち一人ひとりが、今、地球で起きている現実を正し

く理解し、地域や家庭、事業所等でできるところから地道に取り組むことが肝要であると考えています。 

このため、区は計画のロードマップに基づき、区民や事業者等の皆様と、より一層連携・協力を図り

ながら、地域の１事業者として区有施設の脱炭素化にも鋭意取り組んでまいります。 

本報告書は、２０２３（令和５）年３月に改定した、新たな「目黒区環境基本計画」に基づき、２０

２３（令和５）年度に実施しました環境保全計画の内容や実施状況などを詳細に取りまとめたものです。 

なお、今年度からは、地球環境に配慮したペーパーレス化の一環として、本報告書と概要版の発行部

数を大幅に削減いたしました。環境問題への理解や関心を深め、行動するきっかけとしてご活用される

際は、区ウェブサイトをご活用いただけると幸いです。 

今後とも、区として着実に推進していく、地域における環境問題への取組につきまして、皆様のさら

なるご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

２０２４（令和６）年９月 

目黒区長 青木 英二   
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編集方針 

区の環境保全の基本的考え方を明らかにし、環境施策を総合的かつ計画的に進めることを目的として、

２０００（平成１２）年１２月に「目黒区環境基本条例」を制定しました。この条例に基づき、区は「目

黒区環境基本計画」を策定し、環境の保全に関する様々な施策を進めています。 

「めぐろの環境（環境報告書）」は、「目黒区環境基本条例」第９条の規定に基づき、環境の状況や環

境の保全に関する施策の実施状況及び評価等を明らかにするため、毎年作成するものです。 

２０２４（令和６）年度版の「めぐろの環境（環境報告書）」は、２０２３（令和５）年３月に改定し

た「目黒区環境基本計画」の体系に基づき、２０２３（令和５）年度に実施した環境保全施策のほか、

２０２４（令和６）年度に実施する環境保全施策を掲載しています。また、区内の大規模事業所のひと

つとして率先垂範し取り組んでいるＰＤＣＡ体制を通じた区役所の事務事業からの温室効果ガス＊排出

削減の取組実績も掲載しています。 

 

 

目黒区環境基本計画 

環境に関する長期目標、その実現に向けた施策の方向、行動の指針、計画推進の仕組みなどを明らか

にすることを目的に、区は「目黒区環境基本計画」を策定し、概ね５年ごとに改定しています。 

２０２３（令和５）年３月に改定した「目黒区環境基本計画」は、２０２２（令和４）年２月１日に

表明したゼロカーボンシティの実現を目指し、「目黒区地球温暖化対策地域推進計画」を「目黒区地球

温暖化対策実行計画（区域施策編）」として包含し、また新たに「目黒区気候変動適応計画」を含めた

計画としました。 

「地域と地球の環境を守りはぐくむまち－めぐろからの挑戦－」を目指すべき環境像として掲げ、区

を取り巻く社会情勢の変化やこれまでの取組の成果と課題を踏まえ、「計画の対象範囲」として５つの

環境分野を設定し、各分野に対応した基本方針に沿って取組を進めています。 

また、２０５０年ゼロカーボンシティの実現に向けて、特に重点的に取り組む施策として、区民、事

業者、区の３つの取組主体に分けてプロジェクトを設定しました。 
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●目黒区環境基本計画● ●目指すべき環境像● 
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   「目黒区環境基本計画」の施策の体系図 
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基本方針１  

レジリエント＊なまち 

カーボンニュートラルの未来をつ
くる 

［目黒区地球温暖化対策実行計画 

（区域施策編）］ 

［目黒区気候変動適応計画］ 

  

 

 

      

 基本方針２ 

資源が循環するまち 

ものを大切にして資源が循環する
未来をつくる 

 
 

 

 

 

 
      

 基本方針３  

みどりを感じるまち 

身近なみどりをはぐくみ、みどり豊
かな未来をつくる 

  

 

 

 

      
 

基本方針 4  

快適に暮らせるまち 

健康で安心して快適に暮らせる生
活環境の未来を守る 

  

      
 

基本方針５  

パートナーシップで取り組むまち 

みなが環境を知り、学び、行動する
未来をつくる 
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施策の目標  施策 

   

１－１ 

ライフスタイルの省エネルギー化・ 

脱炭素化の促進 

 ①家庭・事業者の省エネルギー・脱炭素の取組促進 

②区有施設の省エネルギー化・脱炭素化の推進 

   

１－２ 

積極的な再生可能エネルギー＊の活用 

 ③再生可能エネルギーの活用の促進 

④パートナーシップによるゼロカーボン対策 

   

１－３ 

脱炭素型まちづくりの推進 

 ⑤建物の省エネルギー化・脱炭素化の促進 

⑥移動の脱炭素化の促進 

⑦地域の脱炭素化の促進 

   

１－４ 

気候変動適応策の推進 

 ⑧都市型水害対策の推進 

⑨ヒートアイランド＊・健康影響対策の推進 

⑩災害に強いまちづくり（気候変動×防災）の推進 

   

２－１ 

３Ｒ＊の取組の推進 

 ⑪ごみの発生抑制、循環経済に向けた普及、啓発 

⑫資源の再使用・再生利用の促進 

⑬食品ロス、プラスチック削減の推進 
   

２－２ 

ごみの適正処理の徹底 

 ⑭分別排出の徹底 

⑮安全・適正なごみの収集と処理の徹底 

   

３－１  

自然環境の保全・みどりの創出と 

質の向上 

 ⑯拠点となるみどりの保全と創出 

⑰身近なみどりの保全と創出 

⑱河川環境の改善促進と水辺環境の保全 

   

３－２ 

都市の生物多様性の確保 

 ⑲いきものの生息・生育環境の保全 

⑳生物多様性の理解促進 

   

４－１ 

安全・安心な生活環境の確保 

 ㉑公害防止対策の推進 

㉒身近な環境問題への対応 

   

４－２ 

清潔で美しいまちの維持 

 ㉓まちの美化の徹底 

㉔パートナーシップによる美化活動の推進 

   

５－１ 

継続的な環境教育と学習機会の充実 

 ㉕継続的な環境教育の推進 

㉖環境学習機会の創出 

   

５－２ 

環境活動の支援 

 ㉗環境情報発信の充実 

㉘環境に配慮した活動への支援 

  



 

４ 

  ２０５０年ゼロカーボンシティの実現に向けて 

２０５０年ゼロカーボンシティの実現に向けた未来戦略として、２０３０（令和１２）年までを重要

な取組加速期間として位置付け、対策の強化を図るとともに、２０３０（令和１２）年、２０５０年に

向けた具体的なロードマップを描きました。 

また、中期目標として、以下の３つの目標を掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ゼロカーボンシティ実現に向けたロードマップ● 

●ゼロカーボンシティ実現に向けた３つの目標● 


